
○長野市障害者地域移行コーディネートセンター 

（１）相談状況（R7 年 1月 31日現在） 

・相談人数 実人数 58名 延べ人数 819名 

相談者の平均年齢は、43.7歳で 50代の方からの相談が一番多かった。市町村別では長野

市に住所のある方が約 8 割を占めたが、今年度は他圏域に住所があるが退院退所後は長野

市で生活したいという方の相談が多く、他圏域の基幹相談支援センター等と連携すること

が多かった。相談元となる対象施設は 9 割以上が精神科病院であったが、今年度は入所施

設からの相談もあり、約 30 年間入所施設で暮らしていた方の地域移行に関わることがで

きた。一方で精神科病院からの相談者の多くが医療保護入院中であり、約 20%の方の入院

期間が「3ヶ月未満」であったことから、退院に向けて住まいや昼間の活動先等の調整が必

要な方であっても医療機関としてできるだけ早期に退院を目指していることも考えられる。 

今年度は、相談があった方のうち 24名の方が個別給付(地域移行支援のサービス)の支給決

定を受け、現在までに 10 名の方が退院退所している。(退院退所先はグループホーム、自

宅、アパートなど) 

 

（２）主な活動 

・指定一般相談支援事業所への巡回訪問(14事業所 1事業所は電話対応のみ) 

・障害者支援施設(入所施設)への巡回訪問(４事業所) 

・精神科病院への訪問(地域でいこう委員会への協力) 

・長野市精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る協議会への参加 

 

（３）他地域の自立支援協議会等への参加状況 

・千曲坂城地域自立支援協議会 

「こころ部会」、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築検討委員会」 

・須高地域自立支援協議会 

 「地域生活支援部会」、「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム検討ワーキング」 

・精神障がい者地域生活支援コーディネーター等連絡会議 


